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■ 概 要 

◎便利基板キット第２弾。 

★PoE(Power over Ethernet)に準じ、使用する機器の電源を LAN ｹｰﾌﾞﾙの空き線を利用して 

供給する為の基板キットです。キットには２枚の基板（電源送り、電源受け）が付属します。 

 PoE規格（IEEE 802.3af）では、入力電源 DC48V15.8W となっています。PoE規格の LAN 

専用の機器も販売されていますが、それ以外のPICNIC ゃ Web ラジオ等々のDC12V入力 

の機器を使用する場合電源電圧DC12V を使用する等自己責任で自由に使用してください。 

電圧が低い場合には、電圧降下が有り距離は長く出来ませんので注意してください。 

■ 緒  元 

電源入力 最大ＤＣ48Ｖ 中芯＋内径2.1mmのＡＣｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ。 ﾄｰﾀﾙ入力 Max0.5A 

電源出力 ﾊﾝﾀﾞ付けでﾌﾟﾗｸﾞ出力。 ※ｵﾌﾟｼｮﾝMJ-179ﾚｾﾌﾟﾀｸﾙ中芯＋内径2.1mm 

LAN入出力 RJ45ﾚｾﾌﾟﾀｸﾙ 端子1.2.3.6の4芯のみ使用 

T/R間接続 

基板寸法  

RJ45ﾚｾﾌﾟﾀｸﾙにて ８芯ｽﾄﾚｰﾄLANｹｰﾌﾞﾙ使用 端子4.5（+）7.8（-） 

T基板、R基板共に 36mm x 36mm 1.6ｔ両面ｶﾞﾗｽｽﾙﾎｰﾙ 

 注  意  
・当キットの製作は、必ず最後までこのマニュアルに目を通してから行ってください。 

・使用するAC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰのﾌﾟﾗｸﾞ形状、極性当に十分にご注意下さい。又、基板の入力、 

  には、ﾎﾟﾘｽｲｯﾁというﾋｭｰｽﾞが付いていますがｼｮｰﾄ、過電流等には十分ご注意下さい。 

＜免責事項＞ 当キツトを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を 

含め如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 

 

■PoEｷｯﾄ部品表  

名称 記号 品番/値 数 Description 

★（Ｔ） 基板    

ＬＡＮｺﾈｸﾀ ＣＮ1、ＣＮ3 ＲＪ45 2 標準８Pﾚｾﾌﾟﾀｸﾙ 

DC電源ｼﾞｬｯｸ ＣＮ4 ＭＪ179 1 電源入力用 中芯＋ 内径2.1mm 

ﾎﾟﾘｽｲｯﾁ ＰＳ1 RXEF025 等 1 自己復帰ヒューズ Max500mA 

専用基板  ＴＳ-ＰoE01(T) 1 両面ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ基板 

★（Ｒ） 基板    

ＬＡＮｺﾈｸﾀ ＣＮ1、ＣＮ3 ＲＪ45 2 標準８Pﾚｾﾌﾟﾀｸﾙ 

DCﾌﾟﾗｸﾞ CN5 MP121M 1 電源出力用 

LED LED1 5φ汎用LED 1 電源ﾗﾝﾌﾟ 

抵抗 R1 10KΩ 1 LED用分圧抵抗 

DC電源ｼﾞｬｯｸ CN4 MJ179  0 ※オプション 

専用基板  TS-PoE01（R） 1 両面ｶﾞﾗｽｴﾎﾟｷｼ基板 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みに 

  なってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変 

  難しい場合が有ります。 回路図、パーツリスト等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 

※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通させております。 

  半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。  

■基  板 TS-PoE01（T と Rの 2枚組） 

1.6ｔ ガラスエポキシ 両面スルホール  

 

外形寸法： 共に 36mmx36mm 

取り付け穴： ２穴間30mm、基板端より 3mm 

１穴 36mm中心、 基板端より 3mm  

穴径 3mmφｘ3 
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■ 回 路 図 

 
■ 組み立て、補足説明等 

  基本的には背の低い部品よりハンダしていきます。前項にも有る様に注意としてはｽﾙﾎｰﾙ基板を使用して 

  いますので、一度ﾊﾝﾀﾞすると外しにくいため十分確認してからﾊﾝﾀﾞする事をお勧めいたします。 

  回路図をご覧頂ければ分かると思いますが、基本的にはLANの入力と出力間はストレートに接続されて 

います。 基板間は使用していない 4,5 と 7,8 の空き線を利用して電源を送っています。 

  T/R両基板のCN1 と CN2は LANの入出力のｺﾈｸﾀ/端子ですが、CN2は RJ45の LAN ｺﾈｸﾀを使用せず 

先ﾊﾞﾗの LAN ｹｰﾌﾞﾙを直にﾊﾝﾀﾞすることの出来る端子です。ｺﾈｸﾀかﾊﾝﾀﾞかは何れかの選択でご使用下さい。 

CN3/CN3の接続は、8芯ﾌﾙのｽﾄﾚｰﾄ LAN ｹｰﾌﾞﾙを使用して接続します。このｹｰﾌﾞﾙに電源が乗っています。 

LAN入出力に使用するケーブルは、８芯でも４芯でも使用できます。 

基板が完成しましたら、いきなり PoE基板に電源を接続せず、機器には別電源を接続、LAN部分のみ接続し 

通信可能かﾃｽﾄしてから電源を接続して下さい。 使用できる電流は、300ｍA程度です。過電流は厳禁です。 

 Web監視カメラ等々配線が面倒な場合には、LAN ｹｰﾌﾞﾙ１本で済みますので大変便利に使用できます。 

 

  今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 
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キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 
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